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学
習
に
お
け
る
主
体
性
の
回
復
を
�

　
　
　
　
　
　
　
ー
正
課
外
活
動
の
機
会
を
い
か
に
増
や
す
か
ー
�

 ��

　
大
学
で
は
、
公
式
・
非
公
式
、
正

課
・
正
課
外
を
問
わ
ず
、
多
様
な
教

育
的
・
文
化
的
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
か
ら
得
ら
れ

る
知
的
刺
激
は
大
学
以
外
の
場
所
で

は
得
が
た
い
も
の
で
す
が
、
学
生
た

ち
は
こ
れ
ら
の
活
動
に
ど
の
く
ら
い

参
加
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ

こ
で
は
、
学
生
の
学
習
状
況
を
概
観

し
つ
つ
、
正
課
外
活
動
が
学
生
の
学

び
に
与
え
る
影
響
・
意
義
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�

学
習
者
中
心
へ
の
教
育
の
転
換�

　
大
学
教
育
の
あ
り
方
を
め
ぐ
り
、

教
員
中
心
か
ら
学
習
者
（
学
生
）
中

心
へ
の
転
換
の
必
要
性
が
、
近
年
主

張
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
必
要
性
が
中
教
審
答

申
で
も
指
摘
さ
れ
、
現
在
、
多
く
の

大
学
で
そ
の
あ
り
方
が
追
求
さ
れ
て

い
ま
す
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
と
は
、
学
生
が
能
動
的
、
主
体
的

に
学
ぶ
学
習
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
促

進
す
る
学
習
形
態
と
い
え
ま
す
。
大

学
教
育
の
主
人
公
は
学
生
＝
学
習
者

で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
学
習

者
中
心
と
い
う
こ
と
は
き
わ
め
て
当

然
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
改
め
て
主

張
さ
れ
る
の
は
、
実
際
の
大
学
教
育

で
は
そ
れ
が
実
現
さ
れ
て
い
な
い
た

め
と
考
え
る
の
が
自
然
で
す
。�

�

学
習
の
能
動
性
・
主
体
性�

　
大
学
の
授
業
で
学
習
者
中
心
主
義

が
実
現
し
な
い
理
由
は
多
様
で
す
。

一
つ
は
、
授
業
を
行
う
教
員
の
側
に

授
業
能
力
が
不
十
分
な
場
合
が
あ
る

こ
と
で
す
。
授
業
能
力
は
単
に
専
攻

領
域
に
関
す
る
専
門
的
知
識
だ
け
で

は
な
く
、
学
生
の
発
達
状
況
、
基
礎

学
力
、
既
習
事
項
、
学
習
意
欲
等
に

関
す
る
知
識
も
含
ま
れ
ま
す
。
着
任

後
間
も
な
い
教
員
の
場
合
、
こ
れ
ら

が
不
十
分
に
な
り
が
ち
で
す
。�

　
問
題
は
学
生
の
側
に
も
あ
り
ま
す
。

学
生
自
身
が
、
学
習
に
対
し
て
消
極

的
で
あ
り
、
主
体
的
に
学
習
す
る
意

欲
に
欠
け
る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
学
生
の
学
習
行
動
が
受
動
的

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

に
も
各
種
の
調
査
で
指
摘
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
東
大
教
育
学

研
究
科
や
ベ
ネ
ッ
セ
等
の
調
査
で
、

学
生
に
参
加
を
求
め
る
授
業
が
当
の

学
生
自
身
か
ら
必
ず
し
も
歓
迎
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

本
誌
第
４５
号
で
も
こ
の
点
を
指
摘
し

て
き
ま
し
た
。
彼
ら
は
学
習
の
主
人

公
に
な
る
こ
と
を
自
ら
放
棄
し
て
い

る
か
に
み
え
ま
す
。
実
は
学
習
に
対

す
る
こ
の
よ
う
な
消
極
姿
勢
は
、「
学

び
か
ら
の
逃
走
」
と
し
て
初
等
中
等

教
育
で
は
か
ね
て
か
ら
問
題
に
さ
れ

て
き
ま
し
た
。�

　
学
び
の
主
人
公
に
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
学
習
の
目
的
・
目
標
、
学
習

の
ペ
ー
ス
や
場
所
、
利
用
可
能
な
リ

ソ
ー
ス
の
選
択
・
利
用
、
評
価
方
法

等
を
学
習
者
自
身
が
選
択
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
を
引
き
受

け
る
た
め
に
多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

要
し
ま
す
が
、
そ
れ
に
耐
え
き
れ
な

い
学
生
が
増
え
て
い
ま
す
。�

　
厳
し
い
受
験
競
争
を
勝
ち
抜
く
た

め
に
、
多
く
の
学
生
が
小
学
校
時
代

か
ら
学
習
塾
や
予
備
校
に
通
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
は
効
率
的
な
学
習
が

推
奨
、
と
き
に
強
要
さ
れ
ま
す
。
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
自
分
に
合
っ
た
学

習
ス
タ
イ
ル
を
見
出
す
余
裕
は
乏
し

く
、
そ
の
経
験
も
不
十
分
で
す
。
い

わ
ば
管
理
さ
れ
た
学
習
に
慣
れ
き
っ

た
状
態
で
大
学
入
学
後
に
い
き
な
り

主
体
的
な
学
習
を
求
め
ら
れ
て
も
、

す
ぐ
に
転
換
で
き
な
い
の
は
あ
る
意

味
で
は
当
然
で
す
。�

�

正
課
外
活
動
の
機
会
を
増
や
す
た

め
に�

　
問
題
は
、
学
び
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
一
人
ひ
と
り
の
学
生
に
い
か

に
獲
得
さ
せ
る
か
で
す
。
方
策
の
一

つ
は
多
様
な
学
習
機
会
を
増
や
し
、

学
生
が
主
体
性
を
発
揮
で
き
る
状
態

を
創
り
出
し
、
実
際
に
そ
れ
を
経
験

さ
せ
る
こ
と
で
す
。
正
課
外
活
動
は

そ
の
学
習
機
会
に
富
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
教
員
や
職
員
の
関
与
す
る

余
地
は
少
な
く
、
か
れ
ら
が
伸
び
伸

び
と
活
動
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。�

　
正
課
外
活
動
の
機
会
を
大
学
と
し

て
い
か
に
保
障
す
る
か
は
、
授
業
へ

の
学
生
の
主
体
性
確
立
、
学
習
の
質
、

ひ
い
て
は
授
業
の
質
を
大
き
く
規
定

し
ま
す
。
名
古
屋
大
学
で
は
、
学
生

自
身
に
よ
る
多
様
な
正
課
外
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
し
、
大
学
側
も
さ

ま
ざ
ま
な
便
宜
と
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す
。�

　
経
済
的
事
情
や
遠
距
離
通
学
等
で

参
加
で
き
な
い
学
生
の
実
情
を
ふ
ま

え
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
学
生
が

確
実
に
キ
ャ
ッ
チ
し
実
際
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め

に
学
生
を
巻
き
込
ん
で
、
い
ま
一
段

の
工
夫
と
試
行
を
行
う
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
夏
目
達
也
）�

『大学の教員免許業務 Ｑ＆Ａ』を出版� 「大学教育改革フォーラム�
　　　　in東海2015」を開催�

詳しくはウェブサイトにて！�

　　　　　 への皆さまのご意見・ご感想をお寄せください�
Ｅメールアドレス　info@cshe.nagoya-u.ac.jp

ポスタ－発表募集中�
1/14締切�

URL（http://tokai-forum.jp/index.html）�

　教職課程が設置されている大学、短期大学、大学院の数は1000校を超え

ます。教員養成を主な目的とする教育学部以外の学生でも教員免許状が取得す

ることができるからです。開放制の教員養成制度と呼ばれるこの制度では、多

様な能力や経験をもった卒業生が学校の教員になることが期待されています。

名古屋大学では8学部12研究科において教員免許状が取得できます。�

　多くの機関において教員という重要な専門職養成が行われているにも関わら

ず、教員免許業務に関わるミスやトラブルが多発しています。新聞記事になっ

たり、大学が学生から訴えられたりする事例も毎年のように見られます。その

理由は2つあります。ひとつは、教員免許業務に関わる法規が複雑で、さら

に改正が繰り返されるため、法規の全体像を理解するのが容易でないからです。

もうひとつは、このような複雑な業務にも関わらず、各機関において教員免許

業務に必要な知識を整理し、担当者が交代しても必要な知識を引き継いでいく仕組みが十分にできていな

いからです。�

　そのような課題意識のもとで、FD・SD 教育改善支援拠点事業の研究会では、教員免許業務に関する実

践的な知識を収集し整理することを試みてきました。その成果のひとつが、『大学の教員免許業務 Ｑ＆Ａ』

（玉川大学出版部）です。教員免許業務に必要な知識を現場の視点からわかりやすくまとめた点に特徴があ

ると言えます。�

　『大学の教員免許業務 Ｑ＆Ａ』は、教員免許業務に携わる教職員が日々の業務を進めていく上での指針

となるでしょう。多くの関係者に読んでいただき、実際の教員免許業務に活用していただけることを期待

しております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中井俊樹）�
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名古屋大学高等教育研究センター�

読んでおきたい�
この1冊�
Great Books on University カレン・フェラン著　神崎朗子 翻訳�

2014年3月　大和書房�

　今年も評価の季節となり、部局の年度計画の評
価と次年度計画の策定に関わる方も多いかと思い
ます。現在ではどの国立大学法人でも、全学統一
の計画・評価様式を持っており、ワークシートに
計画内容や進捗指標を記入するだけで提出できる
よう工夫が図られています。�
　本書は、一見、コンサルタント無用論にも見え

るタイトルですが、コンサルタントは正しく利用
すれば有益であるという趣旨で書かれています。
話題のビジネス書として手にされた方も多いでし
ょう。著者は、米国の著名大学でMBA を取得後、
大手コンサルティング会社のコンサルタントとし
て様々な会社の経営支援を行ってきた経験から、
文書上で作成する戦略計画や数値目標の弊害を指

摘しています。本書の主張の 1 つに、「組織の運
営で最も大切なことは構成員間の本音の議論であ
る」という点があります。中期経営計画をまとめ
た文書やスライド資料自体にはほとんど意味はな
く、それが作成される過程でどれだけ関係者が本
気で考え、意見を交わしたかが重要であるという
指摘です。至極、当然のことですが、私たち自身
もワークシート数行の内容が何時間も議論を重ね
た結果であるかと問われると、心許ないでしょう。�
　本書では、そうした議論を行うためにコンサル
タントを活用しろと指摘します。つまり、部外者
による素朴な質問に答える中で組織内の議論が活
性化される、そうした議論の促進剤としてのコン
サルタントであれば、組織に有益な示唆をもたら
すとのことです。　　　　　　　　　（中島英博）�

アイスブレイク�

　アイスブレイクとは、受講者の緊張をほぐすことを目的とし

た活動です。参加者の不安や緊張を氷にたとえ、硬い氷をこわ

す／溶かすという意味を持っています。�

　授業の一回目に不安を感じているのは、教員だけではありま

せん。学生もどのような教員が来るのか、他の受講生はどのよ

うな人なのかなど非常に不安を感じています。このような不安

を和らげ、学生に参加しやすい雰囲気をつくるうえで、アイス

ブレイクは効果的な手法です。�

　アイスブレイクには、いろいろな種類があります。これまで

のあなたの授業に対する学生の反応から、実施するアイスブレ

イクを決めましょう。もし学生が緊張して毎回授業に望んでい

るようならば、楽しさを強調した活動を行うとよいです。反対に、

学生が怠けているようなことが多ければ、授業内容と関連させ

たアイスブレイクをするとよいです。�

　アイスブレイクの手法は、さまざまな書籍やＷｅｂサイトで

紹介されています。たとえば、京都産業大学は、大学の授業場

面で使うことのできるアイスブレイクを集め、『キャンパスで使

える！アイスブレイク集』を公開しています。�

　アイスブレイクには、ゲーム性の高いものがありますが、教

室内でゲームをすることに抵抗を感じる学生も多くいます。も

しゲーム性の高いアイスブレイクを実施するならば、短いもの

にするか、うまく機能していない場合に途中でやめることので

きるものにしておきましょう。また、何のためにやったのか分

からないということが起きないように、アイスブレイクをやる

場合は、目的をきちんと学生に提示することが重要です。�

　個人的な質問というのは、初対面の人には答えにくいものです。

その可能性がある質問や活動を避けることが賢明です。また、

さまざまな理由でどうしても参加しづらい人がいる場合があり

ます。参加しない権利を保障し、強制的な参加にならないよう

にしましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　（小林忠資）�

Higher Education Glossary
高等教育にまつわる用語集�

　
中
南
大
学
の
張
尭
学
学
長
の
内

部
発
言
（
2
0
1
4
年
5
月
）

を
発
端
と
し
た
、
高
水
準
大
学
づ

く
り
事
業
が
廃
止
さ
れ
る
噂
は
中

国
で
物
議
を
醸
し
て
い
る
。
北
京

第
二
外
国
語
大
学
の
周
烈
学
長
を

は
じ
め
一
部
の
大
学
長
は
廃
止
へ

の
支
持
を
公
言
し
て
お
り
、
騒
然

た
る
マ
ス
コ
ミ
も
同
調
す
る
も
の

が
多
い
。
『
新
京
報
』
の
世
論
調

査
に
よ
れ
ば
、
4
割
強
の
人
は
廃

止
賛
成
だ
と
い
う
。�

　
高
水
準
大
学
づ
く
り
事
業
の
最

も
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

「
2
1
1
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
現
在

1
1
2
校
）
と
、
「
9
8
5
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」（
現
在
３９
校
）
が
あ
り
、

選
定
さ
れ
た
大
学
に
は
資
金
配
分

を
は
じ
め
様
々
な
優
遇
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
。
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
、
集
中
的
投
入
に
よ
っ
て

少
数
な
が
ら
も
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス

の
大
学
を
い
ち
早
く
産
出
す
る
の

が
こ
の
政
策
の
狙
い
で
あ
る
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、

予
想
ど
お
り
に
一
部
の
大
学
は
イ

ン
フ
ラ
が
急
速
に
改
善
さ
れ
、
一

部
の
専
門
領
域
も
世
界
ラ
ン
キ
ン

グ
で
の
順
位
が
上
昇
し
、
『
中
長

期
教
育
改
革
発
展
規
画
綱
要�

（
2
0
1
0
ー
2
0
2
0
）
』
は
事

業
の
更
な
る
推
進
を
確
認
し
て
い

る
。�

　
一
方
、
こ
の
事
業
は
大
学
間
の

序
列
構
造
を
つ
く
り
、
公
平
な
競

争
を
損
な
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
不

満
も
募
っ
て
い
る
。
全
大
学
数
の

わ
ず
か
6
％
に
す
ぎ
な
い
事
業
校

が
、
政
府
の
高
等
教
育
関
係
研
究

費
の
７０
％
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ

に
、
事
業
校
と
非
事
業
校
と
の
障

壁
は
厚
く
、
評
価
を
通
じ
た
両
者

の
入
替
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
固

定
化
し
た
構
造
を
な
し
て
い
る
。

ま
た
、
非
事
業
校
は
選
定
指
標
に

沿
っ
て
規
模
拡
大
や
機
関
合
併
等

を
追
求
し
、
独
自
の
特
色
を
喪
失

し
て
し
ま
う
不
利
益
を
被
っ
て
い

る
。
事
業
校
も
重
複
投
資
や
無
駄

使
い
な
ど
の
非
効
率
の
問
題
を
抱

え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
選
定
や
資

金
配
分
は
教
育
部
（
日
本
の
文
部

科
学
省
に
相
当
）
に
直
接
に
把
握

さ
れ
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
公
開
性

や
公
平
性
に
欠
け
る
問
題
が
あ
り
、

政
府
に
よ
る
大
学
干
渉
を
合
理
化

し
、
大
学
の
自
主
性
を
低
下
さ
せ

る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。�

　
教
育
部
は
「
廃
止
の
状
況
は
存

在
せ
ず
」
（
１１
月
１３
日
）
と
公
式

に
噂
を
否
定
す
る
一
方
で
、
事
業

改
革
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

政
府
主
導
の
競
争
的
資
金
の
運
用

へ
の
見
直
し
、
独
立
し
た
評
価
・

資
金
配
分
機
関
の
整
備
、
中
間
大

学
や
高
等
教
育
全
体
の
質
的
向
上

を
改
革
の
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。�

『申し訳ない、御社をつぶしたのは私です。�
　  －コンサルタントはこうして組織をぐちゃぐちゃにする－』�

Icebreaker

改
革
に
直
面
す
る�

　
　
中
国
の
高
水
準
大
学
づ
く
り
事
業�

高
　
益
民
　
客
員
准
教
授
／
北
京
師
範
大
学�


